
広報くしもと 10月号 （毎月 1回／ 1日発行）

・ 星遷后駆
第3回定例会 (P. 2) 

まちの出来事 (P. 5) 

よろこびかなしみ (P. 8) 

保健センターだより (P. 10) 

お知らせ記事 (P. ll) 

大きくなって帰ってきてね！

ヽ

9月4日、西向海岸において、西向保育所・西向幼稚園・上野山保育所の児童がヒラメの稚魚の放流を行いました。

串本町の人口と世帯数

・人ロ・・・・・・ 19,602人 ・男性…… 9,088人 ・女性…… 10,514人 ・世帯数…… 9,312世 帯

（平成20年 9月 1El硯在）
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I 第3回定例会 I

■公
営
企
業
に
お
け
る

資
金
不
足
比
率

平
成
1
9
年
度
訊
符
に
お
け
る
中
ー
町
の

健
仝
化
判
断
比
率
を
表
す
4
指
標
の
数

値
は
、
実
質
赤
宇
比
率
は
黒
宇
で
、
実

質
黒
宇
比
喜
％
。
連
結
実
質
赤
字
比

率
は
阿
じ
く
黒
字
で
、
連
結
丈
質
甲
応
子

比
率
が
〗
％
。
尖
質
公
但
費
比
率
は
、

〕
％
。
将
来
負
担
比
率
は
、
い
％
と
な
っ

て
お
り
、
い
ず
れ
の
数
値
も
、
日
ー
期
健
全

化
某
準
及
び
財
政
再
生
某
準
と
比
較
し

て
人
幅
に
低
い
数
仙
と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
常
合
業
に
お
け
る
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
は
、
病
院
中
業
会
計
、
水
追

事
呆
牡
別
会
計
、
箇
易
水
道
事
業
特
別

会
計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
責

金
小
足
が
な
く
、
国
民
宿
舎
事
業
会
計

が
二
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
宿
舎
巾
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

経
営
健
仝
化
砧
準
の
2
0
％
を
大
ぎ
<
|
-

同
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
2
0
年
度
よ
り

指
定
砂
官
坪
者
訓
度
を
導
人
し
て
、
不
良

債
務
に
つ
い
て
は
、
約
10
年
間
て
解
消

す
る
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
繰
り
出
し

を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
資
金
不
几

比
率
は
減
少
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て

い
ま
す

3

平成

い
わ
ゆ
る
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」

に
よ
り
、
地
力
税
法
が
一
部
改
止
さ
れ
、

■串
本
ふ
る
さ
と
の

ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
付

■新
病
院
建
設

土
地
開
発
公
杜
て
進
め
て
い
る
新
病

院
建
設
土
地
造
成
串
業
に
つ
い
て
は
、

去
る
7
月
31
日
に
工
事
の
人
札
を
行
い
、

既
に
培
予
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
実
施
設
計
業
務
の
進
捗
状
況

で
す
が
、
建
物
の
梢
迅
に
つ
い
て
は
、

設
計
業
者
か
ら
免
度
の
提
案
も
あ
り
ま

し
た
が
、

1

期
の
短
縮
や
建
築
コ
ス
ト

を
勘
案
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
耐

震
椛
造
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま

た
、
熱
枷
に
つ
い
て
は
、
基
本
設
計
設

陪
で
オ
ー
ル
電
化
案
が
示
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
災
宮
時
に
即
応
で
ぎ
る
よ
う

電
気
・
ガ
ス
併
用
と
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

一
方
、
新
病
院
開
院
に
向
け
て
、
運

営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
新
規
購
人
医

療
機
器
の
選
定
、
医
椋
情
報
シ
ス
テ
ム

導
入
な
ど
、
祈
病
院
へ
の
円
滑
な
移
行

を
図
る
た
め
、
ス
タ
ソ
フ
が
一
丸
と

な
っ
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

平成20年串本町議会第 3回定例会は、 9月16日に招集され、会期を 9月29日までの14日間

として開会されました。開会後松原町長より、職員募集や新病院建設等について諸報告があ

り、続いて諸議案について提案理由の説明が行われました。今月号では町長諸報告の要旨に

ついてご紹介いたします。

■退
職
勧
奨
及
び
職
員
募
集

本
年
度
も
引
き
続
き
、
年
齢
5
0
歳
以

上
勤
続
2
5
年
以
上
の
職
員
を
対
象
に
期

間
を
設
定
し
て
退
職
の
募
集
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
糾
呆
、
一
般
行
政
職
2
名、

保
健
師
1
名
、
保
台
士
1
名、

nt4名

の
退
職
中
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

』
療
職
を
除
く
定
什
退
職
は
〗
般
行
政

職
5
名
、
消
防
2
名
と
な
っ
て
お
り
、

8
月
末
ま
で
の
普
通
退
職
者
3
名
を
加

え
、
合
計
で
一
般
行
政
職
10
名
、
消
防

2
名
、
保
健
帥
1
名
、
保
育
上
1
名
の

日
名
が
退
職
と
な
り
ま
す
。

退
職
者
の
補
充
に
つ
い
て
は
、
般

中
務
職
6
名
、
十
木
又
は
電
気
技
術
職

1
名
、
保
健
帥
1
名
の
計
8
名
と
し
、

9
月
17
日
を
期
限
に
職
員
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す

3

半
成
21
年
度
は
和
歌
山
地
方
税

ini収

機
罰
へ

1
名
の
派
遣
が

f
定
さ
れ
て
お

個
人

ft民
税
の
寄
付
金
税
制
が
人
幅
に

拡
允
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
方
公
共

団
休
に
対
す
る
寄
付
金
に
対
し
税
五
除

が
受
け
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
を
受
け
、
串
木
町
を
応
援
し
た
い
と

い
う
方
々
か
ら
広
く
寄
付
を
券
り
、
そ

の
寄
付
金
を
財
源
と
す
る
事
業
メ
ニ
ュ
ー

や
、
寄
付
金
の
笞
理
連
用
筈
に
つ
い
て

条
例
で
定
め
、
寄
付
を
し
て
い
た
だ
＜

方
々
の
想
い
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
糾
ん
で
行
ぎ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。ま

た
、
制
度
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
を
活
用

す
る
他
、
串
本
高
校
や
古
座
高
校
の
関

西
、
関
東
同
窓
会
な
ど
出
身
者
が
集
ま

る
場
て
の

P
R
笛
を
視
野
に
い
れ
な
が

ら
、
寄
付
金
の
獲
得
策
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

■介
護
保
険
事
業
計
画

介
護
保
陰
事
業
計
回
は
、
乎
成
21
年

度
か
ら
半
成
幻
年
度
ま
で
の
3
年
間
の

介
設
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
旱
早
を
定
め

る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
伴
う
介
護
保
険

料
を
決
定
す
る
も
の
で
、

3
什
に
1
度

策
定
す
る
よ
う
介
設
保
険
法
に
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

り
、
一
般
行
政
職
は
現
状
か
ら
4
名
が

減
員
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
c

ま
た
、

そ
の
後
も
職
員
の
削
減
を
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
、
こ
の
減
員
を
カ
バ
ー
す

る
た
め
、
よ
り
一
層
機
構
改
革
を
進
め
、

111栢
す
る
行
政
需
要
に
対
応
で
き
る
粗

織
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、
戦
員

一
人
ひ
と
り
の
行
政
能
力
lnJ
ト
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化

に
閃
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、
平

成
1
9
灯
度
決
算
よ
り
毎
年
度
、
地
方
公

共
川
体
は
、
実
質
赤
字
比
率
、
連
糾
実

質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

束
貝
担
比
率
の
4
指
標
及
び
公
営
企
菜

に
お
け
る
資
金
小
足
比
率
に
つ
い
て
、

監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
卜
で
、
議

会
に
執
告
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

7
月
30
日
に
、
被
保
検
者
代
表
、
相

祉
閃
係
者
、
学
識
経
験
者
等
12
名
の
委

員
か
ら
な
る
第
ー
同
「
串
木
町
介
＂
設
保

険
事
染
計
画
等
策
定
委
員
会
」
を
間
催

し
、
6
5
歳
以
上
の
力
⑳
名
を
対
象
と

し
た
「
介
渡
保
険
制
度
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
実
施
に
つ
い
て
承
認
を

い
た
だ
き
、

9
月
5
日
に
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
終
了
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国

か
ら
配
布
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
よ

り
介
護
保
険
料
の
算
定
作
菜
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
い
っ
た
作
業
等
が
撃
い
次
第
、

第
2
回
策
定
委
員
会
を
10
月
下
旬
に
開

併
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■最
終
処
分
場
建
設

紀
拘
環
境
整
備
公
社
で
は
、
候
補
地

選
定
に
あ
た
っ
て
「
5
3
ケ
所
の
現
地
調

査
を
同
時
に
行
う
こ
「
現
地
調
査
イ

コ
ー
ル
建
設
で
は
な
い
。
」
「
決
し
て
強

団
執
行
は
行
わ
な
い
。
」
を
某
本
方
針

と
し
て
当
町
の
高
富
地
区
、

m辺
巾
の

稲
成
地
区
、
秋
沖
川
地
区
の
現
地
調
査

受
け
入
れ
の
同
意
を
得
る
た
め
、
交
渉

を
続
け
て
い
ま
す
。

田
辺
市
の
動
向
と
し
て
は
、
稲
成
地

区
の
町
内
会
役
員
が
、
よ
る
8
月
5
日

■財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

1
1
1
二
＿
諸
報
告
（
要
旨
）

『ゑ
J
{
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I 第3回定例会 I

に
田
辺
市
役
所
を
訪
れ
、
紀
南
公
礼
埋

事
長
を
務
め
る
真
砂
市
長
に
「
硯
地
調

査
の
受
け
入
れ
に
同
怠
を
す
る
怠
向
を

伝
え
た
。
」
と
の
記
事
が
新
間
に
報
追

さ
れ
ま
し
た
。

同
町
内
会
長
は
、
「
反
対
を
含
め
て

様
々
な
寇
見
か
あ
っ
た
が
、
こ
み
問
題

は
、
仕
民
，
人
ひ
と
り
の
問
題
。
建
設

は
別
と
し
て
、
調
査
受
け
入
れ
は
町
内

会
の
総
麻
」
と
し
て
お
り
ま
す

3

臼
町
高
富
地
区
の
現
状
て
す
が
、
去

る
4
月
の
ラ
ム
サ
ー
ル
の
洵
を
守
る
会

の
役
員
と
の
協
議
の
席
卜
、
町
は
ラ
ム

サ
ー
ル
の
海
に
つ
い
て
の
保
全
、
活
用

の
取
り
組
み
が
弱
い
の
で
は
な
い
か
と

の
指
摘
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
，
IT内
の

閃
係
各
課
と
協
議
の
上
、
そ
の
対
応
に

つ
い
て
と
り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
役
員
会
へ
も
提
ホ
し
て
ご

理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
を
し
て

行
き
ま
す
。

■町
立
学
校
校
舎
耐
震
事
業

木
年
度
の
耐
震
補
強
事
菜
に
つ
菩
ま

し
て
は
、
出
木
中
学
校
校
舎
剛
震
補
住

大
規
模
改
造
工
事
及
び
古
座
小
学
校
校

舎
耐
震
補
強
工
事
、
串
本
四
中
学
校
屈

内
連
動
場
剛
寡
補
強
工
事
の

3
件
に
つ

■国
民
体
育
大
会
実
施

9
月
10
日
か
ら

12
日
ま
で
の
期
間
、
埼
玉
県
の

限
立
岩
槻
北
陵
高
校
2
年
生
の
生
徒
127
名
が
修
学

生
旅
行
で
串
本
町
を
訪
れ
、
町
内
の

一
般
家
庭
に
宿

泊
す
る
「
民
泊
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

行旅

生
徒
は

10
日
午
後
に
串
本
町
に
到
焙
。
翌
11
日

学修
i
0
 

ろ
の
日
中
は
町
内
の
各
地
で
、
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

く
や
釣
り
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

っで庭
夕
方
か
ら
は
大
島
や
串
本
な
ど
の
受
け
入
れ
地
区

こ
と
に
対
面
式
を
行
い
、
そ
の
後
2
人
1
6
人
の

家

t

のれ

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
各
家
庭
へ
向
か
い
ま
し
た
。

先入け
民
泊
先
で
生
徒
は
、
魚
の
さ
ば
き
方
を
教
わ

っ
て、

夕
食
の
準
備
を
手
伝
っ
た
り
、
受
け
入
れ
先
の
家

受

族
と
そ
の
日
体
験
し
た
こ
と
を
話
す
な
ど
、
楽
し

い
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

受け入れ先の家庭で魚のさばき方を教わる

倍学旅行生

不
法
投
棄
防
止
用
掲
示
物
を
寄
贈

串
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

吉田精治会長よりマグネ ットシートを受け取る松原町長

埼
玉
県
の
高
校
生
が
民
泊
体
験

田
舎
晉
ら
し
体
験

い
て
現
存
ー
串
中
で
あ
り
ま
す
。

こ
の

3
棟
の
配
裳
袖
強
ー
事
か
完
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
出
本
町
の
学
佼
施

設
の
耐
震
化
率
は
〗
％
と
な
り
、
乎

成
20
年
4
月
1
日
現
仕
の
利
歌
山
県
の

平
均
耐
震
化
率
1

い
％
と
比
較
し
て
良

い
結
呆
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
耐
裳
袖
強
事
業
を
実
施
し
、

安
令
安
心
な
学
佼
づ
く
り
を
目
指
し
て

ま
い
り
た
い
と
各
え
て
い
ま
す
し

去
る

7
月
30
日
、
会
場
地
選
定
に
つ

い
て
ビ
ア
リ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
、
当
町

で
は
実
施
予
定
競
技
と
し
て
、
女
子

サ
ッ
カ
ー
・
成
年
男
了
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
・
軟
式
高
佼
野
球
が
第
1
次

翠
疋
素
案
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
係
市
町
村
及
び
競
技
団

休
か
ら
の
立
見
を
集
約
し
、
児
準
備
妥

貝
会
の
総
務
由
J

門
委
員
会
に
お
い
て
審

議
さ
れ
、
常
任
委
日
会
で
の
決
定
を
経

て、

9
月
5
日
の
準
備
委
員
会
第
2
回

総
会
に
お
い
て
、
同
競
技
が
第
1
次
選

定
案
と
し
て
示
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

9
月
15
日
は
敬
老
の
日
で
し
に
。

合
年
度
町
内
で
joo
霰
以
上
に
な
ら

れ
る
方
は

14名
で
、
内
訳
は

12名
か

女
性
て
2
名
か
男
性
。
最
高
齢
者
は

106需
の
女
性
て
し
に
。

敬
老
の
日
に
合
わ
ビ
て
句
内
各
地

区
で
は
平
成

20年
度
の
敬
老
会
か
催

さ
れ
、
私
は

14日
の
巴
並
地
区
と
15

日
の
出
雲
地
区
て
の
敬
老
会
に
出
席

を
さ
せ
て
い
た
た
き
ま
し
に
。

旧
田
並
小
学
校
の
体
育
館
で
醒
催

さ
れ
た
田
並
地
区
の
敬
老
会
て
印
象

に
残
っ
に
こ
と
は
、
式
典
な
ら

0
に

余
典
の
進
行
・
企
画
が
整
然
と
さ
れ

て
お
り
ま
に
心
杞
リ
”
気
面
リ
か

と
て
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
て
す
。

公
民
館
支
館
長
さ
ん
の
行
き
窟
い

た
総
合
司
会
。
代
表
区
長
さ
ん
の
懇

切
丁
寧
な
ご
挨
拶
。
地
一
元
町
講
の

ユ
ー

t
ア
あ
ふ
れ
る
ご
祝
辞
。
余
聡

の
躯
に
入
っ
て
の
婦
人
有
志
に
よ
る

新
病
院
土
地
造
成
工
事
ス
タ
ー
ト

造
成
工
事
安
全
祈
願
祭

9
月

3
n、
串
本
病
院

・
古
座
川
病

院
を
統
合
し
、
新
た
に
建
設
さ
れ
る
新

病
院
の
上
地
造
成
丁
事
安
全
祈
願
祭
が
、

サ
ン
ゴ
台
の
現
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
全
祈
願
祭
に
は
松
原
繁
樹
町
長
や

上
地
開
発
公
社
理
事
長
の
神
田
三
知
火

副
町
長
、
祇
爪
利
雄
町
議
会
談
長
の
ほ

か
閃
係
者
約
30
人
が
出
席
し
、
工
事
の

安
全
を
祈
邸
し
ま
し
た
。

新
病
院
は
平
成
22
年
度
中
の
開
院
を

目
指
し
て
現
在
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

9
月
18
日
、
串
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ
吉

田
精
治
会
長
が
串
本
町
役
場
町
長
室
を
訪
れ
、

不
法
投
菜
防
止
を
促
す
た
め
の
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
30枚
を
串
本
町
へ
寄
付
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
回
の
寄
賠
は
串
本
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ

設
立

45
周
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
寄
瞳
し
て
い
た
だ
い
た
マ
グ
ネ
ッ

ト

シ
ー
ト
は
串
本
町
役
場
の
公
用
車
へ
貼
付
し
、

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

土地造成工事の安全を祈願し、かまを入れる松原町長

臀長随趙

松原 繁樹

正
品
串
本
節
・
民
謡
舞
踊
。
保
育
固

児
6
名
に
よ
る
歌
の
披
露
。
黒
潮
太

苦
の
和
太
鼓
演
奏
や
カ
ラ
オ
ク
等
、

地
一
原
の
皆
さ
ん
か
一
体
と
な
っ
に
素

隣
ら
し
い
旺
し
て
涜
り
ま
し
た
。

ま
た
翌
日
の
午
後
か
ら
は
出
雪
会

館
て
開
催
さ
れ
た
、
出
雲
区
の
敬
老

会
に
参
加
い
に
し
ま
し
に
。
こ
ち
ら

の
敬
老
会
て
も
出
雲
小
学
校
5
.
6

年
生
に
よ
る
校
歌
の
合
唱
や
綬
笛
の

演
奏
や
地
元
幼
稚
園
児
の
特
別
出
演
、

他
の
地
区
か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け
て

手

OO
を
披
両認
さ
れ
る
方
か
い
ら
っ

し
ゃ
る
な
と
、
素
晴
ら
し
い
催
し
物

の
数
々
で
し
た
。
こ
ち
ら
も
代
表
区

畏
さ
ん
を
は
し
め
需
係
者
や
衷
方
を

務
め
ら
れ
た
方
々
の
ご
苦
労
が
し
の

は
れ
る
催
し
と
な
っ
て
い
て
、
敬
老

会
参
加
者
へ
の
何
よ
り
の
フ
レ
セ
ン

ト
で
あ
っ
に
よ
う
に
思
い
ま
芍
゜

高
齢
化
と
少
子
化
か
進
む
中
、
そ

の
分
地
域
の
方
々
の
絆
か
さ
ら
に
必

要
と
さ
れ
る
今
日
て
す
が
、
こ
の
よ

う
な
敬
老
会
で
の
光
票
に
は
感
棚
を

い
た
し
ま
し
た
。

全
て
の
高
齢
者
の
方
々
か
、
ご
健

康
で
お
幸
ピ
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
る

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
百
゜

⑤ 広報くしも と10 広報くしもと 10
＇ 
、’
＼
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II 懇でな所 情は流し し太 リ
談採どを調報‘某採藤た郎ア 9
し貝の調査収藤金貝井゜氏の月
‘事活査団集井の事氏 に木 16
当業動しはが氏補染は つ曜日
時にをた潮行に助に人 い島か
の従 行 り 岬 わ つ を従正 てから
問串 っ‘地れい受中 15 のら 20
きした平区まてけさ年 調‘日
取たほ時やしのてれに 査有に
り力かを有た本行た 18 団 田 か
を の‘知出゜をわ方歳 が 地 け
行選オる 地 制れでで 串区て

〗‘誓〉虐旦り： ‘4ヽ本出‘
し方 卜 面 ‘ るの冑悶 塁喜 1
た々ラ会関 た調豪へ 訪藤ス

Q とリす係 め査 II渡 れ井ト
もアる各 ので父航 ま官ラ

1-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-i 

！ 税務 署か らの お知らせ ！ 
! I平成20年11月4日から税務署の電話は自動音声案内に変わります。 I! 

ロごロニ；目`肉；業なI

I語；9口をニ：
1 1 来署によるこ相談を希望される方は、事前にこ予約をお願いします。 I ! 
1 新宮税務署合 0735-22-5261 ; 
1-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-・・-i 

湘岬の忘松寺でi詞査を行う話査員

9
月
9

H
は
「
救
急
の
日
」
。
こ
の
日
に
関
連
し
て
、

9
月

7
-
r.

日
に
は
オ
ー
ク
ワ
串
本
店
で
救
忠
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

｀

こ
の
救
急
フ
ェ
ア
は
、
政
急
業
務
や
応
急
処
置
に
つ
い
て
戸

し
い
知
識
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
日
的
に
句
年
丈
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
会
塩
で
は
高
規
格
救
急
車
の
展
―
小
や
、
皿
圧
測
定

な
ど
の
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
消
防
戦
員
に
よ
る

A
E
D
を

使
っ
た
心
配
蘇

4
払
の
指
導
の
ほ
か
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
風
船

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
の
催
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
は

-n故
急
隊
長
に
任
命
さ
れ
た
ミ
ス
申
本
南
端
娘
に
よ
る
、
チ

ラ
シ
な
ど
啓
発
物
品
の
配
布
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
木
曜
島
よ
り
調
査
団
来
町

有
田
地
区
出
身
の
藤
井
富
太
郎
氏
に
つ
い
て

つ
い
て
璽
し
ぃ

救
急
フ
ェ
ア

_;;. 

消防職員から AEDの使い方について解説を受ける来場者

高齢者のお宅を訪問し、記念品を渡す松原町長

皆^
臨
廊
咽
箋
痣
涎
も』
学
臨
翌
C
‘

敬
老
の
日

9
月
1
5
H
は
「
敬
老
の

II」
で
し
た
。
町
内
各
地
区
で
は
、

こ
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
敬
老
会
が
間
併
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な

趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
て
、
高
齢
者
の
方
々
の
ご
長
寿
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。

9
月
1
1
日
と
1
2
日
に
は
、
松
胆
町
長
が
高
齢
者
の
お
宅
や

福
祉
施
設
を
訪
刷
。
記
念
品
を
閥
旱
し
、
高
齢
者
の
力
々
と

楽
し
く
お
話
を
父
わ
し
ま
し
た
。

今
年
没
串
本
町
内
で

100
歳
以
上
に
な
ら
れ
る
方
は
1
4
名
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
ど
う
ぞ
い
つ
ま
で
も
お
冗
気
で
い
ら
し
て
く
た

8
月
22H、
串
本
町
役
場
本
庁
舎
に
て
、
一
色
睦
美

ク
ラ
ブ
と
田
子
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

2
団
体
に
対

し
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
幣
備
局
よ
り
、
道
路
愛
渡

功
労
者
衣
彰
人
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
同
の
表
杉
は
長
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
道
路
の
美
化

活
動
に
努
め
ら
れ
て
き
た
功
労
を
た
た
え
て
贈
ら
れ
た

も
の
で
す
。

一
色
睦
芙
ク
ラ
ブ
は
、
半
成
10
年
か
ら
地
冗
一
色
地

区
の
国
道
沿
い
の
歩
道
や
＂
之
生
・
花
坦
の
泊
抒
活
動
に

取
り
糾
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
田
十
ゲ
ー
ト
ホ
ー
ル
ク

ラ
ブ
は
、
平
成
元
年
か
ら
地
冗
田
＋
地
区
の
＂
化
塩
や
歩

道
の
泊
掃
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

T
貞

護愛路道道
路
の
美
化
清
掃
活
動
を
表
彰

道
路
愛
護
功
労
者
表
彰

表彰を受けた、二色睦美クラブ代表阪木伸夫さん（前列右）

と田子ゲートボールクラブ代表阪本勝脇さん（前列左）

⑰広 報くしもと 10 広報くしもと 10
＇ 
、’
＼
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インフ↓いEン捗喉薦鼠檀包曇け勢しょう
初冬になると流行してくるインフルエンザ。高齢者や乳幼児、妊婦さんが感染すると

重症化しやすい病気です．II 今年もインフルエンザ予防接種を受けて冬に備えましょう。

とんな手続きが必要ですか？

あなたは？

• 65歳以上

• 60歳以上65歳未満で、

身体障害者手限 l級（心臓、

腎臓呼吸器疾患によるものに

限る）を持っている。

• 60歳以上65歳末渦で、

心臓や督臓、呼吸器に重い病

気のある方。又は、ヒト免疫

不全ウィルスによる免疫機能

に障害のある方。

0 
申し込み方法 口 il 対象者には保健センターから

依頼券・予診票等を恒別通知。

□妙

保健センターにお申し込み下さ

い。依頼券をお透りします。

なお、医帥の診断書が必要です。

口

・乳幼児～65歳

未満の方。

直接医療機関にお申

し込み下さい。

（◎印のついた医療

機関のみ。対象年

齢が医療機関によ

り異なります。）

接種自己負担金］ 000円（接種時医療機関へお支払い下さい。）

（生活保護世帯の万は無料券を発行しまgので保護センターにこ相

談下さい。）

注意：平成20年lO月 1日～平成21年 1月31日の間に65歳の誕生巳を迎

える方で接種を希望される場合は、 65歳の誕生Elを過ぎてから公

費で接種が受けられますので、かかりつけの医疫機関にお申し込

みの際は、生年月日をお伝え下さい。

ロ医療機関により

異なりまg。

・岩橋内科 (62-3838) •串本病院 (62-0635) ◎稲生医院 (62-387l) 

・潮岬病院 (62-0888) •覚前医院 (67-0077) ◎辻内医院 (69-22l l) 

◎すぎ内科心療肉科クリニック (62-0l 53) ◎中根医院 (72-2822)

◎鎌田医院 (62-2526) •覚前医院田並診療所 (66-0323)

◎けんゆうクリニック (62-5080) ◎古座川病院 (72-0280)

◎榎本クリニック (72-3530) ◎や毛とクリニック (72-3388)

•串本有田病院『65歳以上を優先に行います。』 (66- 7 02 7) 

・にしき園診療所『65歳以上を優先に行います。」(62-5l 65) 

※上記以外にも、西牟婁郡内・東牟要郡内に接種できる医療機関がありますので、保健センターまでご相談下さい。

詳細につきましては、保健センターまでお問い合わせ下さい。 (62-6206) 

⑨広報くしもと 10

※広報への掲載を希望されない方は、届出の際に窓「1にお巾し出ください。

西

延

枝

9

7

長

田

信

美

88

南

地

き

ぬ

よ

8

4

小
佐
田

孝

62

木
F

貞

美

8

3

山
口
幸
乞

•
5
4

小

佐

田

稲

90

串串西串潮有串

本本 向本 1IIlIl 山本

ご
冥
福
を

零

お
祈
り
い
た
し
ま
す

’ 山小
元 l]J

涼

子
篤

サ
ン
ゴ
台

数

中

市

今年の火災・救急件数
- 9月1日現在一

火災件数

建物 81牛
林野 0件

その他 2件

合計 10件

救急件数

交通 52件

急病 484件

その他 236件

合計 772件

火災のない住みよい豊かな町づくり

ー一串3唖I商玉農林応援講座—
一門地域資源芭―まを日でり門一

「栞つば産業」で有名な徳島県上勝町の「（恥い

ろど）」。ちょっとしに発想から生まれた「特産品」
で，今や年間 2悦円を売り上げています。

その仕掛け人、（劇いろとl)の横石知二 （よこ
いしともじ〉副社長が、r特産品」づくりの苦労
話やノウハウを語l)ます。みなさま多数ご来場<

ださいc

に時1
平成20年10月30巳（木）19時30分～ 21時

［場所1
串本町商工会2階

［講師I
徳島県上勝町 （街いろどり

横石知二副社長

［演題l
「地域資源とまちづくり」

［主催I串本町

［共催1串本町商工会

襟

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

よろこび

かなしみ

(8月受付分敬称略）

〈
出
生
児
氏
名
〉
（
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

＂

る
•

西

脇

大

費
ひ

な

と

芝
峰
日
南
粉

ゅ

う

エ

杉

本

悠

哀

稲

垣

竺

部
す
ぐ
る

寺
山

卓e,
＂ 

松

原

有

汎

孝晃丈正佑直

行士弘人樹人

田

原

山

原

串

木

串

木
吹
山
市

串

木

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

．
i

J

ざ
い
ま
す

泊

万

亀

雄

増

井

勇

北

占
太
郎

宮
木
お
と
の

宮

充

子

松

本

榮

一

南
地
チ
ズ
ヱ

谷

口

久

美

富
田

錦

治

梅

野

泰

平

出

良

道

和

津

守

真

枝

柿
本

久

代

83 99 86 82 80 81 96 88 80 93 87 89 91 

古中古古中瀾串出須串出和大
野

田涛座座湊川本実江本実深島

広報くしもと 10⑧ 



一
国
保
直
堂
串
本
病
院
で
は
、
新
た
に

地
域
の
作
療
機
閃
と
の
円
滑
な
連
携
を

図
る
た
め
、
社
会
保
険
紀
南
病
院
の
協

力
を
得
て
、
心
減
血
管
外
科
・
外
来
診

療
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▼
診
療
日

乎
成
2
0
年
10
月
9
日
（
第
2
木
躍
日
）

よ
り
毎
月
第
2
•

第
4

木
曜
日
l

後

ー
間
3
0
分
よ
り
診
察

マ
受
付
時
間

午
後
ー
間
1
り
後
4
時
ま
で

マ
診
療
内
容

冠
動
脈
疾
患
（
狭
心
庁
、
心
筋
快
塞

等
）
・
心
脇
弁
膜
症
・
大
動
脈
疾
患
・

先
大
竹
心
疾
患
・
抹
消
血
秤
疾
患
．

小
整
脈
疾
患

圃

お
知
ら
せ

本
年
11
月
1
日
現
存
て
、
水
産
業
を

営
ん
て
い
る
全
て
の
柵
息
巾
や
法
人
を
対

象
に
全
囚
一
斉
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

漁
染
セ
ン
サ
ス
は
わ
が
国
の
漁
業
の
実

態
を
総
合
的
に
明
ら
か
に
し
、
日
等
が

活
川
す
る
統
計
資
料
を
整
価
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
5
年
ご
と
に
実
施
さ
れ

る
大
規
模
な
調
査
て
す

C

調
査
し
た
内

容
は
、
統
計
資
料
を
作
成
す
る
た
め
だ

け
に
使
用
す
る
も
の
で
、
そ
の
他
の
目

的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

出
本
町
役
場
企
画
財
政
課
統

nt担中ー

6
0
7
3
5
3
|
6
2
_
0
5
J
r
J
5
 

▼
お
問
い
合
わ
せ

出
本
病
院

6
0
7
3
5
3
|
6
2
_
0
6
3
5
 

新
宮
公
証
役
場
で
は
次
の
と
お
り

「

n耀
．
皿
料
公
証
法
律
相
談
」
を
開

他
い
た
し
ま
す

3

▼

日

時

10
月
19
日
(H)

午
前
9
時
1
午
後
5
時

て

場

所

祈
宮
公
証
役
場

て
相
談
員

公
証
人
中
村

nj

て
相
談
内
容

還
―
―
]
・
相
続
・
離
婚
．
＋
の
査
育
費
・

年
金
分
割
・
慰
謝
料
．
財
産
分
り
・
家

族
の
扶
笠
・
任
怠
後
見
（
高
齢
省
等
の

財
産
管
理
）
•
土
地
建
物
の
貨
貸
借
．

金
銭
の
貸
借
・
売
買
．
贈
与
・
伯
務
弁

済
・
保
証
•
そ
の
他
各
秤
の
契
約
・
尊

厳
死
官
―
―
ロ
・
会
朴
定
款
な
ど

マ

予

約

平
日
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他

平

H
（
月
曜
1
令
曜
）
の
相
談
も
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

祈
宮
公
証
役
塩
（
公
証
人
小
村
司
）

祈
宮
市
緑
ヶ
丘

2
T目
1
番
31
号
（
カ

マ
ッ
カ
ビ
ル

3
階）

T
o
7
3
-
J
|
2
1
|
2
3
4
4
 

団

0
7
3
-
3
|
2
1
|
2
3
7
8

烹
力
働
保
険
適
用
促
進
月
間

-10月
1
日
1
1
0
月
31
日一

労
働
保
険
（
労
災
保
除
と
雇
用
保
険

の
総
称
）
と
は
政
府
か
行
っ
て
い
る
保

除
で
、
事
呆
エ
が
労
働
者
を
．
人
で
も

靡
用
す
れ
ば
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
強
団
保
険
で
す
。

※
労
災
保
陰
と
は
労
働
者
が
業
務
卜
の

事
山
又
は
通
勁
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
り
、

連絡先

串本町役場本庁舎
(TEL62-0555) 

串本町役場古座分庁舎
(TELワ2-0081)

本病院

(TEL 6 2-0 6 3 5) 

座川病院

(TELワ2-0280)

校教育課

(TEL 6 2-6 0 6 6) 

涯学習課

(TEL 6 2-0 0 0 6) 

本町図書館
(TEL 6 2-46 5 3) 

健 セ ン タ ー
(TEL 6 2-6 2 0 6) 

町内放送案内
（翌 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス
httpJ/www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアドレス（代表）
kikakuzaisei@townkushimoto.wakayama.jp 

串

古

学

生

串

保

お
知
ら
せ
＆
行
事

鯉保健センター10月の行事予定は下記のとおりです。

※健診等についてのお申し込み • お問い合わせは、
保健センタ ー（も0735-62-6206) まで。

［成人関係】

健康相談

尖施El 受付時問 会 場

10月2日（木） g況1-1030 潮岬公民館

s・oo-10・00 須江健隈菅理センター
10月3日（金）

10 30-11'30 樫野青年会館

9・00-10・00 安指区民会館
10月6日（月）

10'3:J-11'3:J 田子区民会館

10月岱日（水） 14':}:)-15:}:) 上田原生活改琶センター

妬侑でもお気軽に会楊へお越しください。
（血1£測定や飩康についての柑改を受けております）

献血

日時 湯 所

10月7日依）
串本警察署

lo a卜l2()J 

10月7日訳）
南紀串本ロイヤルホテル

13'30 16 00 

10月31日（金）
自衛隊

10 00~15 00 

【乳幼児関係l
乳幼児偉診

日時 場所 内 容

1103月:002-日14（木:00） 保センター 21歳歳66ヵヵ月月児児及（建び診2堵

1103月:U9卜日14（木:OO） 碑セ2階ンター 3歳6ヵ月児健診

1103月:0023-E313(:;f<:00) 保撻センター 4ヵBC月G児接健様診＆
2階

1103月：田23～1314（木:00） 保怪セ2階ンター 6ヵ月児僭診

乳幼児予防接種

日時 内容

10月1日3（水:10） ポリオ12 40-13 

l0月7日3（火:40） 三1種期混初合回
1 3. 1 0~ 1 

10月8日（水:40） ポリオ13:10-13 

lO月15日（水）
ポリオl 2•40~13 lo 

10月23日3（木：窪） BCG 13'00 1 

各穫教室

日時及び 内容

10月 14El （火） 10,30~1300 
ひよこ＆ちびっこ広境

清天サンナンタンランド
イベント広塔
※お弁当持参

(6刀月～3歳児）

10月6日（月）13・30-
臨乳食教室

(4ヶ月児～8ヶ月児）

※ ＝植況合 ・ ポリオの I•• 9h接柚対象は 7 歳 6 ヵ月末満の）iです。
巴種況合 1紺J初!!!IIよ3-8遇の1叫l"1で3叫接種します。）

※f・防接植会楊は保他センター2陪です。
※ひよこ＆ちぴっこ11.11,;はサンナンタンランドイベント払場にて
迎勁会（雨大は保健センター）
お弁"1持参1こなっていますが 1歳以上のお子様と保護者には
ハヤシライスを提供しますので御阪のみご持参くださいe

詳細 (Ji.紋1こよ り）については保他七ンターヘお問い合わせ（
ださい，

※濾乳食教立のみ町民文化センタ ーです。
※rブックスタートJ事業のアンケートが送付されている方につ
きましては` JO月3日（金）までに返送してください。

括政相談及廷~ 権相談所開設の起知らAti

-10月20日～26日は行政相談週問です一

総務省では、行政相談制度に関する同民の理解と認識を深め、同制度の利用を促進するよう努

めており、毎年度 「行政相談週間」を設け、全国一斉に各種相談活動を実施しています。

本年度も、来る10月20日（月）から26日(El)までの1週間を 「行政相談週間」と定め、串本町

においても、この週間に合わせて行政相談委貝による行政相談所を下記のとおり開設いたしま

す。23El（木）の相談会場では同時に人権相談を行います。

相談は無料で、秘密は堅く守られますので、お気軽にこ利用ください。

行政相談及び人権相談 行政相談

日時： 10月23日 （木） 日時： 10月20日 （月）～ 22日（水）

13時叩分～ 15時30分まで lO月24日 （金）～ 25日（土）まで

場所：串本町役場（本庁 舎） 13時叩分～ 15時30分まで

西向町民文化セ ンター 場所 ：古 座福祉センター（上 野山）

相談者 行政相談委員 ・人権擁謡委員

⑪広 報くしもと 10 広報くしもと 10 ⑩ 



⑲国国国口国国
日曜 行串内容（時間） 場 所 主管課等

※各種健診健康柑談・予

防接穫ひよこ広場ちび

っこ広場一般献血など

の日程については． 10
ベージのr保健センター

だふり」をこ覧ください，

9木 人梧行政相談 古座分庁舎 住民箸

(13. 3:J-15. :JJ) 

①月 行政相談 古坐福祉センター 住民課

I (13研 153'.l) 

22水

23木 人権行政相談 串本町役場本庁舎 住民課

(13.3]~15. 3]) 西向lil]民又化センター

24金 行政相談
古座福祉センター 住民課

t (13ぼ 15ll) 
25土

め木 串本町商工膜林応援講座 串本町商工会 商工

「地域資源とまちづくり」 膜拉課

(19 3:J----21 00) 

3l金 秋の文化講演会 串本町又化センター 学校
(18. 3r-20. ll) 教育課

田

今
月
の
納
税

了

税

目

0
国
民
健
康
保
険
税
（
第
7
期）

〇
介
詭
保
険
料
（
第
7
期）

▼
納
期
限

10
月
31
日

（金
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、

法
律
に
よ
り
年
率
11
.
6
％
の
延
滞
金

が
か
か
り
ま
す
。
納
税
は
お
早
め
に
。

◎
納
税
に
閃
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
へ

。

.ヽ.--------------"----------------.. . : .• • •. • •.. .w..,. . . ”" 9 .7,•99 ぷ9は霊··;；；; •,;;9 •• ；；；： ＂r.t・・ 

秋の文化講演会のご案内
ぷぷぶw. ．̀ ． ふt;49・99 .• 9.....9 .9 ... ;i ・ ・ • ・ • ・ •・ ・． w;9 :；；；］ ぶ．J,

串木町教育委貝会では、木年3回目となリます、

わが町や紀南と話迎 l.'.lた講演会を開催いた l.1
す。講演者および演題は下記のとお りて可す。町民

の皆様お誘い合わせの上ぜひこゞ歩加くだ さし 、0

1日時］ 平成20年10月31日（金）

午後6時30分～午後8峙30分

［会場］串本町文化センター 2階 AB会議室

※入場無料

［講演者・演題］

〇浪 昭三 （元串木町教育委員長）

演題：教育に1月わって50年の思い出

0後誠介 （社会福祉法人高瀬会事務長、

日木地質学会会員、

熊野自然保護連絡協議会運営委員）

演題： ～串木 ・古座の原風景をたずれて～

潮岬 ・大紡の海底火山が残し たも の

［お問い合わせ］

串木町教育委員会 ~ 0735 - 62 - 6066 
I 

..., ______________________________ .. 
＇ 

病
気
に
見
舞
わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
不

幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
被
災
労
働

者
や
辿
族
を
保
護
す
る
た
め
必
嬰
な
保

険
給
付
を
行
、
？
も
の
で
す
。

※
雇
用
保
険
と
は
労
働
者
が
失
業
し
た

場
合
及
び
労
働
者
に
つ
い
て
雇
用
の
継

続
が
困
難
と
な
る
事
由
が
生
じ
た
場
合

に
、
労
働
者
の
生
活
及
び
罷
用
の
安
定

を
図
る
と
と
も
に
、
再
就
職
を
促
進
す

る
た
め
必
要
な
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
労
働
局

6
0
7
3ー

4
2
2
1
2
1
7
5

新
宮
労
働
基
準
監
栢
署

6
0
7
3
5
1
2
2
1
5
2
9
5
b
 

ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
串
木

6
0
7
3
5
|
6
2
|
0
1
2
1
 

n一募
直

闘

門

平
成
21年
度
の
「
串
本
町
指
定
コ
ミ

袋
の
製
造

・
配
送

・
保
官
」
に
つ
い
て
、

見
栢
入
札
参
加
希
望
者
を
蒜
集
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

串
本
町
役
場
環
橙
衛
生
諜

6
0
7
3
5
|
7
2
|
0
0
8
1
 

集

具
繋
害
語
到
度
る
備
姦

毎
年
、
全
国
各
地
で
台
風
や
大
雨
な
ど
の
風
水
害
で
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

風
水
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、
日
こ
ろ
か
ら
の
備
え
と
心
構
え

が
大
切
で
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。

■日
ご
ろ
か
ら
の
心
構
え
と
準
備

・
防
災
に
対
す
る
知
識
を
蓄
え
る
。

・
非
常
持
出
品
を
準
備
し
て
お
く
。

・
気
象
情
報
に
は
注
惹
す
る
。

・
家
族
で
よ
く
話
し
合
う
。

・
地
域
の
特
性
を
知
っ
て
お
く
。

・
地
域
で
の
防
災
活
動
に
参
加
す
る
。

・
避
難
場
所
、
避
難
経
路
を
確
認
す
る
。

■ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
備
え
る

①
川
に
t'J

み
や
葉
っ
ぱ
が
大
竪
に
流
れ
て
き
た
場
合
は
上
流
で
降
雨
が
あ
り
、
急

激
な
瑠
水
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
匝
ち
に
川
か
ら
離
れ
る
。

②
急
に
暗
く
な
っ
た
り
、

急
に
冷
た
い
風
や
、
生
暖
か
い
風
が
吹
い
た
り
、
水
が

濁
っ
た
り
し
た
と
き
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
恐
れ
あ
り
。
直
ち
に
川
か
ら
離
れ
る
。

R
川
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、
直
角
に
高
台
に
避
難
す
る
。

④
JItに
遊
び
に
行
く
と
き
は
、
気
象
憐
報
・
周
囲
の
警
報
な
ど
に
注
意
す
る
。

■記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報

ご
の
情
報
は
現
在
の
降
雨
か
そ
の
地
域
に
と
っ
て
災
害
の
発
生
に
つ
な
が
る
よ

う
な
稀
に
し
か
観
測
し
な
い
雨
竪
で
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
発
表

す
る
も
の
で
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
、
あ
る
い
は
隣
接
地
域
を
名
指
し
し
て
こ
の

憐
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
お
住
ま
い
の
地
域
で
、
あ
る
い
は
、
近
く
で
災
害

の
発
生
に
つ
な
が
る
事
態
が
生
じ
て
い
る
ご
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
f
J

自
身
の

身
を
守
る
こ
と
を
第

一
に
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

■竜
巻
注
意
情
報

気
象
庁
よ
り
平
成
20年
3
月
26円
か
ら
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
情
報
で
、

租
乱
雲
の
下
で
発
生
す
る
竜
巻
ダ
ウ
ン
パ—
ス
ト
等
に
よ
る
激
し
い
突
風
に
注

慈
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

こ
の
憐
報
は
防
災
機
関
や
報
道
機
関
へ
伝
達
す
る

と
と
も
に
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
「
気
象
情
報
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎

一
人
＿
人
が
防
災
に
つ
い
て
考
え
、
災
害
に
強
い
町
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今
年
も
県
外
か
ら
修
学
旅
行
生
が
民
泊
体

験
に
や

っ
て
き
ま
し
た
。今
回
串
木
町
に
や

っ

て
き
た
の
は
埼
士
県
の
扁
校
生
で
、
漁
港
の

様
子
な
ど
が
め
ず
ら
し
か

っ
た
の
か
、
受
け

入
れ
先
家
族
と
の
対
面
式
の
あ
と
、
さ
っ
そ

く
外
に
出
て
漁
港
や
地
域
の
様
子
を
散
策
し

て
い
ま
し
た
。
各
家
庭
で
も
、
お
う
ち
の
方

と

一
緒
に
魚
を
さ
ば
い
た
り
す
る
様
子
は
楽

コ
し

し
そ
う
で
、
背
段
は
で
き
な

、
こ
と
を
串
本
で
体
験
し
て
、

―-＝ロ
集
後
〗
ぃ
思
い
出
を
残
し
て
ほ
し

編

ぃ
と
思
い
ま
し
た
。

(T
)

［広告l町収入の一部とするため石料広告を掲諜しています。 ［広告l町収入ll)一部とするため有料広告を褐笛しています。

和歌山労災サポートセンターでは厚生労働省の委

託を受けて、仕事の疲れやストレスからくる1達康のこ

と．「過労死」や労災保険に関する相談にも応じてい

ます。秘密は蔽守され．相談は無料です。

（お商い合わせ先l
和歌山労災ケアサポートセンター（ほ生労慟省委託）

（財）労災年金福祉協会 和歌山労災年金相談所

tt073-424-2102 

⑬ 広報くしも と 10 広報くしもと 10 ⑫ 
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※雨天の場合、 11月9日（日）に延期します。

【主 催】串本町・串本町教育委員会

【お問い合せ】串本町役場生涯学習課

合 0735-62-0006

【広告】町収入の一部と寸るため有料広告を掲載していまg。

古座町役場



